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論文の内容の要旨
(自的)
本研究は、日本の綴方教育の成立と展開においてその中心で斯界をリードした小砂丘忠義の綴方教育につ
いて、理論と実践の両面からその思想と構造の全体像をとらえようとしたものである。先行研究が日本教育
思想史上の特定の部面に位置づけるかたちで、行ってきた小砂丘研究を、その著述や事績に即して精細かつ批
判的に再検討して、包括的な視野からその全体像を析出することを目的としている。とくに、「自己-他者j
概念を用いて考察することによって、小砂丘綴方教育の基本構造と思想をとらえ、生活綴方教育生成期にお
ける小砂丘の業績の歴史的な意義と現代につながる教育研究の課題を明らかにすることが目的である。
(対象と方法)
小砂丘綴方教育の基本構造と思想を明らかにするために、次の課題に答えるかたちで本研究の手順と内容
は構成されている。
①小砂丘忠義が行った綴方教育の実際はどのようなものだったかc
②小砂丘綴方教育の基底はどのようなところにあったのか。
③小砂丘綴方教育における「生活重視-表現技術重視Jはしゅ、に解釈されるべきか。
④小砂丘綴方教育が持つ基本構造をどのようなものとして描くことができるか。
③小砂丘綴方教育が佐胎している思想とはどのようなものか。
⑤小砂丘綴方教育が提起する現代的課題とはどのようなものかD
本研究は、この一連の課題を解決するために、小砂丘の著述や関係資料を史実に即して丁寧に収集・整理
して、これに精縮かつ独自の解釈を施すことで、「小砂丘綴方教育の事実Jをとらえることを第一の課題と
している。この事実の豊かで説得力のある全体的な把握にもとづいて、先行研究の見解を適宜照合し、これ
を批判的に議論することで先行研究の偏向を指摘し、小砂丘綴方教育の基本構造と思想の特質を析出する方
法をとっている。
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(結果)
新たな事実の指摘や独創的な解釈の結果、小砂、丘綴方教育の特質は、具体的に次のように析出された。ま
ず、綴方雑誌 f鑑賞文選jr綴方読本jを中心的資料として「文章指導jの実際を分析し、その技術・構成・
意図を明らかにした。また十分検討されることがなかった小砂丘の高知時代の研究を行うことで、「小砂丘
綴方教育の基底」にある綴方観の「変化Jの存在を明らかにした。この「変化jの実質が、「自己一他者j
概念で説明可能であることを論じ、ノト砂丘の綴方教育の基本構造と思想の核となる原理を析出した。この原
理的な解釈をもとに、先行研究において議論されてきた小砂丘の思想を特後づけるとされる「完人Ji土着
の思想Ji原始子供Jとし寸概念を批判的に再考して、小砂丘綴方教育の全体構造を再構成した。
(考察)
先行研究は、綴方指導における「生活重視ー表現技術重視Jの軸について、前者から後者への小砂丘の力
点の移動を根拠にして川、砂丘の転回Jをみているが、本研究では、後者への傾斜の実質的意味を追跡する
ことで新たな解釈を加え、小砂丘綴方教育の基本構造と思想により鮮明な展望を与えている。とくに、「自
己一他者j概念から「新しい自己Jが生成され、「創造jが生まれる基本構造の把握方法は、綴方教育のそ
の後の生成と展開を見通す上で、示唆的であり、この点で、研究史に新たな見方を提示したD
審査の結果の要旨
小砂丘忠義の綴方教育について、著作および関係史料を精細に収集・分析し、その基本構造と思想とを析
出した本論文の内容はオリジナリティを高く評価できるものであり、構造的な把握内容が教育理論や実践へ
示唆するところの大きさ等から判断し、学位申請論文として提出に十分値するものと判断した。
平成 24年2月8日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(教育学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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